
令和６年度 第２回 都田小学校 会議録（要点記録） 

  

 

１ 開 催 日 時 令和６年６月１９日（水） 13時 15分から 16時 00分まで  

 

２ 開 催 場 所 都田小学校 会議室 

 

３ 出 席 委 員 小林 宗吉、山下 英治、波多野 千津子、森上 茂美、 

鈴木 智江、影山 義久、内山 眸、渥美 渡 

 

４ 欠 席 委 員 なし 

５ オブザーバー 伊藤 賢典（都田協働センターCS担当） 

 

６ 学    校 松下 欣美（校長）、高林 秀仁（教頭）、地福 清香（教務主任） 

杉浦 ひとみ（CSディレクター） 

７ 教育委員会 清水 悠 

８ 傍 聴 者 なし 

９ 会議録作成者 CSディレクター 杉浦 ひとみ 

 

10 授業参観 

  ５年１組「社会科」の授業を見て回った。米作りに関して様々な面から課題を見つ

け、実際に米農家の方を招いて授業が行われた。自分たちの住んでいる都田地区の米

作りをテーマとして、子供たちが主体的に授業に臨む姿が見られた。 

 

11 会長挨拶 

  森上会長からコミュニティスクールは学校側が立てた取り組みに対して、参加委員

はアドバイザー的な立場となっている為、もっと情報発信ができるようにしていきた

いと今年度目標について発表があった。 

 

12 校長挨拶 

  『はままつ人づくり未来プラン』に沿いながら、都田小学校での取り組みについて

報告があった。本校の教育の軸としているキャリア教育の力を育てる取り組みや、命

を大切にする取り組みについて具体例を挙げながら説明した。５月に行われた運動会

では子供たちの目標に向かってあきらめない姿が見られたこと、また、地域環境を生

かした教育では鮎の放流や林慶寺訪問、田んぼの作業などが挙げられた。また学校評

価等の結果から、課題として取り組んでいる子供たちの心のケアに関する取り組みと



して、校内では心の日があり自分の心を自分で見つめ、ストレスに打ち勝つ自分にな

れるようマインドフルネスの実施を紹介し、月２回、年 17 回実施していくことを伝

えた。 

 

13 議長の選出 

  司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、前回に引き続き波多野

委員を推挙する旨の発言があり、全員意義なくこれを承認した。 

 

14 前回会議録確認 

  前回会議録について CSディレクター杉浦から報告があった。 

 

15 校内研修への参加 

  参加委員は先生と共に２グループに分かれ、先ほど行われた５年１組「社会科」の

授業について意見を出し合った。 

 

16 熟議 

＜授業参観と事後研修について＞ 

 Ａグループ 

 ・子供たちが授業開始から最後まで食い入るように授業に参加していてとても良かっ

た。 

 ・担任の先生の苦労が垣間見られる授業だった。 

 ・担任と生徒の関係の良さが伝わった。 

 ・都田小学校では今日のような授業を月 1で開催していることで、良い教育をして下

さっている。 

 

Ｂグループ 

 ・ゲストに米農家の方を招いての楽しい授業であり、メリハリのあるグループ学習を

していた。 

 ・子供たちのお互いの意見を聞き合う姿勢が素晴らしかった。それも担任の先生のお

人柄ありきであり、生徒からも信頼されているのが伝わった。 

 ・一番身近な米については、都田に住む子供たちにとって、主体的な学びに合致する

内容だった。 

 

 ＜地域や家庭でできることについて＞ 

 Ａグループ 

 ・道路拡張工事で中止になっているシイタケ栽培に代わるものはないか。 



 ・河西訓導のお墓参りの際、その周りにはフジバカマが咲いて、アサギマダラが飛ん

でいるのを見に行くのはどうか。 

 ・校庭の近くの道路の拡張に際し、道路の関係者以外に地域として交代で子供たちの

登校を見守ることができないか。 

 

Ｂグループ 

 ・地域や家庭で人と人との繋がりを大切にすることを伝えたい。 

 ・都田川や天白山など素晴らしい環境に恵まれている。地域に即した学習を取り入

れていただきたい。 

 

17 連絡事項 

・司会から、次回会議は令和６年 12月 17日（火）午前９：45～12：00、会議室で

開催する旨の報告があった。 

・令和７年度部活動についての報告があった。 

 

18 教育委員会より 

  学校運営協議会自己評価表についての説明があった。 

  

 


